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総
凡
例

一
　�

本
全
集
第
三
巻
は
、
関
孝
和
の
算
学
・
暦
学
・
度
量
衡
研
究
と
関

本
人
お
よ
び
本
家
内
山
家
の
系
譜
、
さ
ら
に
は
甲
府
藩
・
江
戸
幕

府
の
役
務
資
料
な
ど
と
併
せ
て
、
関
の
弟
子
に
よ
る
著
作
並
び
に

時
代
史
と
し
て
の
証
言
記
録
な
ど
を
網
羅
的
に
収
録
し
た
資
料
集

に
な
る
。

一
　�

収
録
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
解
題
、
そ
れ
ら
の

翻
刻
文
、
読
み
下
し
文
お
よ
び
影
印
を
与
え
た
が
、
解
題
と
影
印
、

あ
る
い
は
解
題
と
翻
刻
文
な
ど
に
限
っ
た
場
合
も
あ
る
。

一
　�

伊
勢
神
宮
文
庫
収
蔵
資
料
は
、
解
題
、
翻
刻
文
お
よ
び
読
み
下
し

文
を
掲
載
し
た
。

一
　�

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
収
蔵
本
を
底
本
と
し
た
資
料
は
、
解

題
と
読
み
下
し
文
は
底
本
に
依
拠
し
、
影
印
は
東
北
大
学
附
属
図

書
館
蔵
の
岡
本
文
庫
本
と
林
文
庫
本
の
そ
れ
ら
を
掲
載
し
た
。

一
　�

記
載
内
容
に
著
し
い
違
い
の
あ
る
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
影
印
を
収

録
し
た
。
関
孝
和
に
よ
る
「
楊
輝
算
法
」
の
写
本
、「
闕
疑
抄
一

百
好
答
術
　
闕
疑
抄
一
百
問
答
術
」「
勿
憚
改
一
百
問
答
術
　
勿

憚
改
答
術
」「
規
矩
要
明
算
法
」「
断
家
譜
　
諸
家
断
家
譜
」「
算

学
玄
訓
　
算
法
袖
中
鈔
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

一
　�

関
孝
和
編
と
し
て
伝
わ
る
「
求
積
」
は
、「
大
成
算
経
」
に
収
ま

る
「
求
積
」
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
影
印
は
掲
載
し
な
か

っ
た
。

一
　�

読
み
下
し
文
は
底
本
と
し
た
資
料
に
付
く
訓
点
に
基
づ
く
が
、
編

者
ら
の
統
一
表
記
法
に
従
っ
た
場
合
も
あ
る
。
翻
刻
文
や
転
載
文

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
通
用

体
、
片
仮
名
書
き
は
平
仮
名
書
き
に
統
一
し
た
。

一
　�「
楊
輝
算
法
」「
天
文
大
成
三
条
図
解
」「
授
時
暦
経
立
成
」「
四
余

算
法
　
宿
曜
算
法
」「
関
訂
書
」
の
読
み
下
し
文
に
あ
っ
て
は
個

別
の
凡
例
を
与
え
た
。

一
　�

な
お
、
先
行
研
究
が
関
孝
和
の
著
作
と
認
め
て
き
た
算
学
お
よ
び

暦
学
写
本
に
対
す
る
編
者
ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
本
全
集
第

一
巻
の
「
編
集
方
針
」
お
よ
び
「
関
孝
和
の
著
作
」
を
参
照
さ
れ

た
い
。

総
凡
例

（
九
）



一
　
楊
輝
算
法

【
解
題
】

　
『
楊
輝
算
法
』（
現
存
す
る
版
本
と
写
本
で
は
「
揚
輝
算
法
」
と
な
っ

て
い
る
が
、「
揚
輝
」
は
人
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
常
用

の
「
楊
輝
」
を
も
っ
て
表
記
す
る
）は
南
宋
の
楊
輝
が
著
し
た
『
乗
除

通
変
算
宝
』（
三
巻
、
一
二
七
四
年
夏
至
序
）、『
続
古
摘
奇
算
法
』（
二
巻
、

一
二
七
五
年
冬
至
序
）、『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』（
二
巻
、
一
二
七
五
年

小
暑
節
序
）の
三
部
の
著
作
を
こ
の
順
番
で
収
録
し
て
、
明
の
洪
武
戊

午
年（
一
三
七
八
）に
古
杭
余
氏
勤
徳
書
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
宣
徳
八
年（
一
四
三
三
）朝
鮮
で
木
版
に
よ
り
重
刻
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
重
刻
本
は
現
在
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
一
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。「
養
安
院
蔵
書
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
師
の
曲ま

直な

瀬せ
し

正ょ
う

琳り
ん

の
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が

確
証
は
な
い
。

　

収
録
さ
れ
た
最
初
の
著
作
『
乗
除
通
変
算
宝
』
三
巻
は
、
本
文
で
は

「
算
法
通
変
本
末
巻
上
」「
乗
除
通
変
算
宝
巻
中
」「
法
算
取
用
本
末
巻

下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
楊
輝
算
法
』
の
表
見
返
し
の
右
側

に
は
「
乗
除
通
変
算
宝
」「
法
算
取
用
本
末
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
書
名
を
左
右
に
二
つ
ず
つ
な
ら
べ
る
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
に
「
法
算

取
用
本
末
」
を
特
に
取
り
出
し
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
乗
除

通
変
算
宝
』
は
算
木
を
使
っ
た
計
算
法
、
速
算
法
を
集
め
た
も
の
で
、

ソ
ロ
バ
ン
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
続
古
摘
奇
算
法
』
に
は
方
陣
、
翦
管
術
な

ど
関
孝
和
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
題
材
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

三
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』
は
名
前
か
ら

推
測
さ
れ
る
通
り
、
田
畑
の
面
積
の
計
算
法
と
そ
れ
に
関
連
し
た
問
題
、

今
日
の
数
学
用
語
を
使
え
ば
二
次
方
程
式
や
四
次
方
程
式
を
使
っ
て
解

く
こ
と
の
で
き
る
問
題
を
扱
い
、
十
一
世
紀
中
頃
に
北
中
国
で
活
躍
し

た
数
学
者
劉
益
が
著
し
た
『
議
古
根
源
』
に
基
づ
い
て
図
と
算
木
を
使

っ
た
解
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
劉
益
の
理
論
に
つ
い
て
は
『
続
古
摘

奇
算
法
』
の
序
文
で
「
そ
の
演
段
の
鎖
積
は
、
古
の
入
神
の
妙
を
超

へ
」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
後
半
の
南
中
国
で
は

方
程
式
論
が
北
中
国
ほ
ど
進
展
し
て
お
ら
ず
、
二
百
年
前
の
結
果
を
知

っ
て
驚
嘆
し
て
、
そ
の
理
論
を
『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』
に
記
し
た
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
「
演
段
」
と
い
う
、
関
流
の
数
学
で
重
要

な
役
割
を
す
る
用
語
が
登
場
す
る
。

　

こ
こ
に
影
印
す
る
の
は
関
孝
和
が
書
写
し
た
「
楊
輝
算
法
」
を
さ
ら
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に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
関
孝
和
が
書
写
し
た
「
楊
輝
算

法
」
の
江
戸
時
代
の
写
し
が
二
つ
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
一
つ
は
中
田
高
寛
が
書
写
し
石
黒
信
由
の
所
蔵
と
な
っ
た
「
楊

輝
算
法
」（
一
般
財
団
法
人
高
樹
会
蔵
・
射
水
市
新
湊
博
物
館
保
管
、
請

求
番
号
一
─

上
─20
）で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
藪
内
清
旧
蔵
本
で
あ
る
。

藪
内
清
旧
蔵
本
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
コ
ピ
ー
が
残
さ
れ
て
い

る
。
本
全
集
で
は
高
樹
文
庫
の
写
本
の
み
な
ら
ず
、
川
原
秀
城
氏
の
ご

厚
意
に
よ
り
藪
内
清
旧
蔵
本
の
コ
ピ
ー
も
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

両
者
と
も
本
文
中
の
同
じ
箇
所
に
「
本
ノ
マ
マ
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
同
一
の
写
本
を
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
に
関
孝
和
が
書
写
し
た
と
記
し
た
が
、
関
孝
和
は
宣

徳
八
年
朝
鮮
重
刻
版
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
は
な
く
、
本
文
の
乱
れ

を
正
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
重
刻
本
で
は
『
続
古
摘
奇
算
法
』

巻
上
十
丁
裏
六
行
目
に
五
行
目
の
文
章
に
は
続
か
な
い
「
校
正
弁
古
通

源
開
方
不
尽
之
法
」
が
突
然
現
れ
、
以
下
十
一
丁
裏
八
行
目
ま
で
本
来

は
『
続
古
摘
奇
算
法
』
巻
下
に
あ
る
文
章
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
来

こ
の
箇
所
に
あ
る
べ
き
文
章
は
朝
鮮
重
刻
本
で
は
『
続
古
摘
奇
算
法
』

巻
下
八
丁
表
の
最
後
の
行
「
四
曰
三
除
長（
二
十
四
歩
）以
乗
闊（
得
一

千
一
百
五
十
二
）身
外
如
」
か
ら
九
丁
裏
六
行
目
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
朝
鮮
重
刻
本
『
続
古
摘
奇
算
法
』
巻
上
十
丁
裏
六
行
目
以
下
十

一
丁
裏
八
行
目
ま
で
の
文
章
は
本
来
は
朝
鮮
重
刻
本
『
続
古
摘
奇
算

法
』
巻
下
八
丁
表
の
最
後
の
行
か
ら
始
ま
る
文
章
で
、
十
一
丁
裏
九
行

目
に
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
『
続
古
摘
奇
算
法
』
巻
上（
高
樹

文
庫
本
、
影
印
十
九
丁
表
～
二
十
丁
裏
、
藪
内
清
旧
蔵
本
、
影
印
百
十

五
丁
表
～
百
十
六
丁
裏
）、
巻
下（
高
樹
文
庫
本
、
影
印
三
十
六
丁
表
～

三
十
八
丁
表
、
藪
内
清
旧
蔵
本
、
影
印
百
三
十
二
丁
表
～
百
三
十
四
丁

表
）に
正
し
い
形
に
直
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
田
畝
比
類
乗
除

捷
法
』
の
な
か
で
楊
輝
が
『
五
曹
算
経
』
の
解
答
が
間
違
っ
て
い
る
と

し
て
三
問
を
引
用
訂
正
し
て
い
る
が
、
関
孝
和
は
そ
れ
も
間
違
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
「
求
積
法
曰
」
と
し
て
正
し
い
解
法
を
載
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
重
刻
版
で
は
『
続
古
摘
奇
算
法
』『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』

の
順
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』『
続
古
摘
奇
算

法
』
の
順
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
こ
れ
は
序
文
を
読
ん
で
、『
田
畝
比

類
乗
除
捷
法
』
の
方
が
『
続
古
摘
奇
算
法
』
よ
り
古
い
と
判
断
し
て
年

代
順
に
並
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
重
刻
版
で
は
三
つ

の
序
文
は
ま
と
め
て
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
書
写
本
で
は
各
巻
の

冒
頭
に
置
き
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
も
朝
鮮
重
刻
版
を
ま
ね
て
、

左
側
に
記
し
た
書
名
を
『
田
畝
比
類
乗
除
捷
法
』『
続
古
摘
奇
算
法
』

の
順
に
書
き
直
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
た
写
本
は
、『
楊
輝
算
法
』
を
学
習

一　

楊
輝
算
法

五



の
た
め
に
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、『
楊
輝
算
法
』
の
改
訂
版
を
関
孝

和
が
作
成
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
従
来
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
関
孝
和
が
書
写
し

た
年
代
で
あ
る
。
両
写
本
と
も
、
年
紀
「
寛
文
」
の
横
に
「
本
ノ
マ

マ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
箇
所
の
「
本
ノ
マ
マ
」
は
間
違
っ
た
文

字
の
当
該
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
本
ノ
マ
マ
」
と
記
し

た
筆
者
は
「
寛
文
」
に
注
目
し
た
こ
と
に
な
る
。「
寛
文
癸
丑
」
は
一

六
七
三
年
で
、
こ
の
年
の
九
月
に
「
延
宝
」
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
書

写
が
終
了
し
た
の
は
「
仲
夏
下
浣
日
」
と
あ
る
通
り
五
月
下
旬
で
あ
る
。

従
っ
て
、
年
紀
「
寛
文
癸
丑
」
で
何
ら
矛
盾
は
な
い
。
影
印
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
通
り
、
高
樹
文
庫
本
は
「
癸
丑
」
の
上
か
ら
「
辛
丑
」
と

書
き
直
し
て
い
る
。
藪
内
清
旧
蔵
本
は
「
寛
文
癸
丑
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
原
本
は
「
寛
文
癸
丑
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
書
写
の
年
紀
を
朝
鮮
で
『
楊
輝
算
法
』
が
重
刻
さ
れ
た
「
癸
丑

五
月
」
に
意
図
的
に
合
わ
せ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
巻
の
順
番

を
変
え
た
こ
と
は
、
関
孝
和
が
序
文
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
、『
楊
輝
算
法
』
の
数
学
的
内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
り
立
ち
に

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

以
下
の
注
で
示
す
よ
う
に
、
高
樹
文
庫
本
と
藪
内
清
旧
蔵
本
で
は
微

妙
な
違
い
が
あ
り
、
両
者
の
違
い
で
は
藪
内
清
旧
蔵
本
の
方
が
朝
鮮
重

刻
版
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
両
者
は
行
数
と
各
行
の
文
字
数

が
同
じ
で
あ
り
、「
本
ノ
マ
マ
」
と
記
さ
れ
た
部
分
も
同
一
で
あ
り
、

同
じ
写
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
楊
輝
算
法
』

は
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）に
出
版
さ
れ
た
野
沢
定
長
の
『
童
介
抄
』
に

書
名
が
出
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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『
楊
輝
算
法
』

凡
　
例

一　
『
楊
輝
算
法
』
の
読
み
下
し
に
あ
た
っ
て
は
一
般
財
団
法
人
高
樹

会
蔵
・
射
水
市
新
湊
博
物
館
保
管
の
写
本
を
底
本
と
し（
以
下
、
高

樹
と
略
記
）、
校
合
は
藪
内
清
旧
蔵
本（
以
下
、
藪
内
と
略
記
）お
よ

び
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
「
養
安
院
蔵
書
」
印
を
有
す
る
『
楊

輝
算
法
』（
以
下
、
養
安
院
と
略
記
）を
用
い
て
行
っ
た
。

一　

高
樹
、
藪
内
と
養
安
院
と
の
異
同
は
そ
の
都
度
注
記
し
た
。

一　

養
安
院
に
あ
っ
て
高
樹
お
よ
び
藪
内
に
欠
け
る
字
句
は［　

］を
以

て
補
っ
た
。
ま
た
、
養
安
院
に
な
く
高
樹
と
藪
内
に
挿
入
さ
れ
た
語

句
は
「　

」
を
以
て
示
し
た
。
な
お
、（　

）は
割
注
を
示
す
。

一　

問
題
ご
と
の
行
頭
に
例
題
番
号
等
を
付
し
て
、
読
者
へ
の
便
宜
を

図
っ
た
。

乗
除
通
変
算
宝

夫そ

れ
算
の
数
は
九
九
よ
り
起
こ
る
。
算
を
制
す
る
の
法
は
乗
除
よ
り
出

ず
。
法
首
一
に
従
ふ
は
則す

な
はち
加
と
為
し
減
と
為
す
。
題
式
（
（
（

一
（
（
（

無
き
と
き

は
則す
な
はち
乃こ

れ
折
し
、
乃こ

れ
倍
し
、
上
を
以
て
加
へ
九
帰
と
名
づ
け
、
下

を
以
て
損
し
下
乗
と
名
づ
く
。
並
び
に
乗
除
、
羽
翼
の
算
家
の
妙
を
副そ

ふ
。
学
者
、
惟
、
加
減
、
帰
損
の
術
有
る
を
知
り
て
、
而し
か

し
て
伸
引
変

［
通
（
（
（

］の
用
を
知
ら
ず
。
金
（
（
（

科
賦
に
曰
く
、
難
き
に
あ
ら
ず
を
知
り
て
用

い
て
難
き
と
為
す
は
言
誣し

ひ
ず
。
今
、
将
に
諸
術
は
衍お
ほ

ひ
に
盤た
の
しみ
て
取

用
し
、
図
草
を
標
註
し
、
こ
れ
を
目
し
て
乗
除
算
宝
と
曰
ふ
。
未
だ
（
（
（

前

賢
の
閫こ

ん

奥あ
う

を
尽
く
さ
ず
と
雖い
へ

ど
も
、
亦ま

た
後
学
の
梯
階
と
為
す
べ
し
。

敬
し
み
て
梓し

に
鋟き
ざ

み
以
て
そ
の
伝
を
遠
く
す
。
咸
淳
甲
戍
（
（
（

夏
至
、
銭
塘

の
楊
輝
序
す
。

乗
除
通
変
算
宝
目
録

�

銭
塘
楊
輝
編
集　
　

　
　

○
巻
上

習
算
綱
目

　

乗
除
加
減
用
法	

因
乗
損
三
法
則
一

　
［
乗
除
加
減
定
法（（
（

］

相
乗
六
法

　

単
因（
重
用
）	

重
因（
総
匹（（
（

に
赤（（
（

を
問
ふ

	

　
　

総
両
に
銖（（（
（

を
問
ふ
）

　

身
前
因（
斤
価
三
十
一　

斤
価
四
百
十
）

一　

楊
輝
算
法　

乗
除
通
変
算
宝

七



	

相
乗（
銀（（（
（

価
に
総
を
問
ふ
）

　

重
乗（
五
位
乗
に
代
ふ
）	

損
乗（
頭
子
銭
を
求
む
）

商
除
二
法

　

実
多
に
し
て
法
少（
価
に
物
を
求
む
）　

実
少
に
し
て
法
多

	

　
　
（
物
に
価
を
求
む
）

　
　

巻
中

加
術
五
法

　

加
一
位（
足
銭
展
省
し
て
加
六
し
除
に
代
ふ
）

	

加
二
位（
頭
子
銭
を
求
む
）

　

重
加（
不
係
の
省
銭
）	
加
隔
位（
稜
地
に
直
を
問
ふ
）

　

連
身
加（
銅
鉈（（（
（

に
斤
を
問
ふ
）

減
術
四
法

　

�

減
一
位（
頭
子
銭
に
元
を
求
む
）	

減
二
位（�

三
斗
七
升
を
因
減

す
）

　

重
減（
加
二
位
し
て
重
減
を
作な

す
）	

減
隔
位（
耗
糸
に
浄
を
求
む
）

求
一
乗
法

　

五
六
七
八
九
、
倍
す
べ
し（
頭
子
銭
を
求
め
、
支
米
に
総
を
求
む
）

　

五
六
七
八
九
、
倍
せ
ず（
両
価
に
総
を
問
ふ　

支
粟
に
総
を
求
む
）

　

二
三
須す

べ
か
らく
折
半
す
べ
し（
総
畝
に
歩
を
問
ふ
）

　
　
　
　
　

二
三
、
折
半
す
べ
か
ら
ず（
収
粟
に
総
を
問
ふ
）

　

四
に
遇
へ
ば
両
折
を
紐む
す

ぶ（
総
匹（（（
（

に
赤
を
問
ふ
）

　
　
　
　
　

四
に
遇
へ
ば
折
を
紐む

す

ぶ
べ
か
ら
ず（
総
匹（（（
（

に
尺
を
問
ふ
）

求
一
除
法

　

�

五
六
七
八
九
、
倍
す
べ
し（
頭
子
銭
に
元
を
求
む　

物
数
に
人
を
求

む
）

　

�

五
六
七
八
九
、
倍
せ
ず（
価
を
以
て
物
を
求
む　

粟
を
以
て
人
に
給

す
）

　

二
三
須す

べ
か
らく
折
半
す
べ
し（
積
歩
に
畝
を
問
ふ
）

　
　
　
　
　

二
三
折
半
す
べ
か
ら
ず（
収
粟
に
元
を
求
む
）

　

四
に
遇
へ
ば
両
折
を
紐む

す

ぶ（
積
尺
に
匹
を
問
ふ
）

　
　
　
　
　

四
に
遇
へ
ば
折
を
紐む

す

ぶ
べ
か
ら
ず（（（
（

（
積
尺
に
匹
を
問
ふ
）

九
帰
新
旧
題
括

　

八
十
二（（（
（

帰（
足
斛
に
省
を
展の

ぶ
）

　

六
十
九
帰（
田
長
を
以
て
闊
を
求
む
）

算
無
定
法

　
�

括
を
以
て
数
を
揆は

か

る（
二
十
三　

四
十
六　

三
七
五
を
法
と
為
す
は

相
乗
を
用
い
ず
並
び
に
括
を
以
て
こ
れ
に
代
ふ
）

　

�
括
ら
ず
数
を
揆は

か

る（
九
十
七
を
法
と
為
し
、
相
乗
を
用
い
ず
虧
数
を

以
て
法
と
為
し
こ
れ
を
求
む
）

　
［
定
位
捷
径（（（
（

］
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巻
下

乗
に
代
へ
て
成
る
術（
一
か
ら
三
百
に
至
る
）

除
に
代
へ
て
成
る
術（
一
か
ら
三
百
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　

洪
武
戊
午（（（
（

冬
至

勤
徳
書
堂
新
刊

　

乗
除
通
変
算
宝
目
録
終
り

算
法
通
変
本
末
巻
上

�

銭
塘
楊
輝　

編
集　
　

　
　

習
算
綱
目

先ま

づ
九
九
合
数
を
念
ず（
一
一
如が

一
よ
り
九
九
八
十
一
に
至
る
。
小
よ

り
大
に
至
る
。
用
法
は
こ
こ
に
出
さ
ず
）。

相
乗
起
例
並
び
に
定
位
を
学
ぶ
。（
功
課
一
日（（（
（

）。

　

乗
法
の
題
目
を
温
習
す（
一
位
乗
よ
り
六
位
以
上
並
び
に
定
位
に
至

る
。
功
課
五
日
）。

商
除
起
例
並
び
に
定
位
を
学
ぶ（
功
課
一
日
）。

　

除
法
の
題
目
を
温
習
す（
一
位
除
よ
り
六
位
除
以
上
に
至
る
。
並
び

に
更
に
定
位
を
易を

さ

む
。
功
課
半
月
日
）。

既�

に
乗
除
起
例
を
識
れ
ば
五
曹（（（
（

、
応
用
算
法（（（
（

二
本
を
収
買
し
、
法
術
に

依よ

り
日
に
両
三
問
を
下く
だ

す（
諸
家
の
算
法
は
次
第
に
循
し
た
が
はず
。
今
二
書

を
用
い
て
以
て
初
学
を
便
ず
）。
且か

つ
未
だ
理
を
窮
む
る
を
要
せ
ず
。

但
し
如い

何か

に
問
を
発
す
る
か
、
如い

何か

に
法
を
用
い
て
答
題
を
作
る
か
、

如い

何か

に
乗
除
を
用
ゆ
る
か
を
知
る
を
要
す
。
両
月
を
過
ぎ
ず
し
て
五

曹
、
応
用
、
已す

で

に
算
七
、
八
分
を
得
る
。
詳
解
算
法（（（
（

第
一
巻
、
乗
除

立
問
一
十
三
題
有
り
。
専
ら
乗
除
の
用
体
を
説
く
。
註
字
を
玩
味
せ

ば
自
然
に
開
暁
す
。

一　

楊
輝
算
法　

算
法
通
変
本
末
巻
上

九



諸�

家
の
算
書
、
用
度
は
乗
、
除
、
開
方
の
三
法
を
出
で
ず
。
例
を
起
こ

す
に
如が

と
十
の
二
字
を
出
さ
ず
。
算
を
下
す
に
横
と
直
の
二
位
を
出

で
ず
。
引
き
て
こ
れ
を
伸
ば
せ
ば
そ
の
機
殆
ど
無
窮
に
し
て
尽
く
す
。

乗
除
は
本
鈎
深
く
致
遠
の
法
な
り
。
指
南
算
法（（（
（

は
加
減
、
九
帰
、
求

一
を
以
て
旁あ

ま
ねく
捷
径
を
求
む
。
学
者
は
豈あ

に
不
暁
を
容い

れ
ん
や
。
宜よ
ろ

し
く
兼
ね
て
こ
れ
を
用
い
む
。

加
法
起
例
並
び
に
定
位
を
学
ぶ（
功
課
一
日
）。

　

加
一
位
、
加
二
位
、
加
隔
位
を
温
習
す（
三
日
）。

減
法
起
例
並
び
に
定
位
を
学
ぶ（
功
課
一
日
）。

　

�

加
法
は
乃す
な
はち
数
を
生
ず
る
な
り
。
減
法
は
乃す
な
はち
そ
の
数
を
去
る
な
り
。

加
有
れ
ば
則す

な
はち
減
有
り
。
凡お
よ

そ
減
を［
学
ぶ（（（
（

］は
必
ず
加
法
の
題
答
を

以
て
こ
れ
を
考
ふ
。
そ
の
源
を
知
る
に
庶ち

か

し
。
五
日
を
用
い
て
温
習

せ
ば
足
る
。

九�

帰
を
学
ぶ
。
若も

し
四
十
四
句
の
念
法
を
記
さ
ば
五
、
七
日
に
あ
ら
ざ

れ
ば
熟
さ
ず
。
今
、
但た

だ
詳
解
算
法
の
九
帰
の
題
術
中
、
細
か
に
註

文
を
看
れ
ば
便す

な
はち

意
を
用
ゆ
る
の
隙
を
知
り
、
而し

か

し
て
念
法
の
用
法

を
一
日
に
し
て
記
す
べ
し
。
九
帰
題
目
を
温
習
す（
一
日
）。

求�

一
は
本
こ
れ
加
減
、
乃す

な
はち

倍
折
を
以
て
兼
用
す
。
故
に
求
一
と
名
づ

く
。
そ
の
実
、
甚
だ
し
く
深
奥
な
る
こ
と
無
し
。
却か

へ
つて
用
度
を
知
識

す
る
を
要
す
。
巻
後
に
具つ

ぶ
さに
題
術
有
り
て
法
を
下
す
。
秖た
だ

須す
べ
か
らく
一

日
温
習
す
べ
し
。

穿�

除
、
又ま

た
の
名
は
飛
帰
。
本
位
に
就つ

き
て
商
数
を
過
ぎ
ず
し
て［
数（（（
（

を
］除
す
の
み
。
詳
解
に
文
有
り
、
一
見
し
て
暁さ
と

る
。
加
減
よ
り
穿

除
に
至
る
は
皆
小
法
な
り
。

商�

除
の
後
不
尽
の
数
は
法
を
分
母
と
為
し
、
実
は
こ
れ
分
子
な
り
。
若も

し
乗
ず
れ
ば
源
に
還
り
必
ず
通
分
を
用
ゆ
。
分
母
、
分
子
繁
き
は
必

ず
約
分
を
用
ゆ
。
諸
分
母
子
斉ひ

と

し
か
ら
ざ
れ
ば
併
せ
ん
と
欲
す
る
は

必
ず
合
分
を
用
ゆ
。
分
母
、「
分
」
子
（
（（
（

二
有
り
て
そ
の
多
寡
を
較
ぶ

る
は
必
ず
課
分
を
用
ゆ
。
斉ひ

と

し
か
ら
ざ
る
の
分
を
均ひ
と

し
く
す
る
は
則
す
な
は

ち
平
分
を
用
ゆ
。
斤
は
銖
、
両（（（
（

に
連つ

ら
な
り
、
疋
は
尺
、
寸（（（
（

を
帯お
び

る

は
亦ま

た
猶な

ほ
分
子
な
り
。
乗
分
除
分（（（
（

に
あ
ら
ず
、
こ
れ
を
治
む
る
能あ
た

は
ず
。
分
を
治
む
る
は
乃す
な
はち
用
算
の
喉
襟
な
り
。
如も

し
学
ば
ざ
れ
ば

則す
な
はち
以
て
算
を
知
り
て
諸
分
、
並
び
に
九
章
方
田（（（
（

を
著
す
に
足
ら
ず
。

若も

し
日
を
以
て
一
法
を
習
は
ば
旬
日
な
ら
ず
し
て
周
知
す
。
更
に
両

月
を
以
て
温
習
せ
ば
必
ず
能よ

く
開
釈
す
。
張
丘
建
算（（（
（

の
序
に
云
ふ
、

乗
除
を
難
し
と
為
す
を
患う

れ

へ
ず
し
て
、
分
母
子
、
こ
れ
を
難
し
と
為

す
を
患
ふ（（（
（

。
以
て
輝（（（
（

こ
れ
を
言
ふ
。
分
子
、
本
、
難
し
と
為
さ
ず
。

位
繁
き
に
過
ぎ
ざ
る
は
諸
分
を
剖
析
し
て
差
錯
致
さ
ざ
る
の
み
。

開�

方
乃す
な
はち
算
法
中
の
大
筋
目
な
り
。
鈎
股
、
旁
要
、
演
段
、
鎖
積
、
多

く
の
用
例
に
七
体
有
り
。
一
に
曰
く
開
平
方
。
二
に
曰
く
積
平
円
。
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三
に
曰
く
、
開
立
方
。
四
に
曰
く
、
開
立
円
。
五
に
曰
く
、
開
分
子

方
。
六
に
曰
く
、
開
三
乗
以
上
方
。
七
に
曰
く
、
帯
従
開
方
並
び
に

少
広
、
鈎
股
二
章
を
戴
す
。
一
日
作な

し
て
一
法
を
学
ぶ
。
両
月
を
用

い
て
題
目
を
演
習
す
。
須

す
べ
か
らく
用
法
の
源
を
討
論
す
べ
し
。
庶ち
か

く
久
し

て
失
忘（（（
（

無
き
な
り
。

九�

章
二
百
四
十
六
問
、
固も
と

よ
り
こ
れ
乗
除
開
方
の
三
術
を
出
で
ず
。
但

し
下
法
は
布
置
し
尤
も
宜
し
く
徧
歴（（（
（

す
べ
し
。
互
乗
、
互
換
、
維
乗
、

列
衰
、
方
程
の
如
く
す
。
並
び
に
巻
首
に
図
を
列
す（（（
（

。

九�

章
二
百
四
十
六
問
、
除
習
し
、
乗
、
除
、
諸
分
、
開
方
を
過
ぐ
。
自

余
は
方
田（（（
（

、
粟
米
、
只
須す
べ
か
らく
一
日
に
て
下
徧（（（
（

す
べ
し
。
衰（（（
（

分
、
功

は
立
衰（（（
（

に
在
り
。
少
広
は
全（（（
（

類
合
分
、
商
功
は
皆
こ
れ
折
半（（（
（

、
均
輪

は
衰（（（
（

分
、
互
乗
を
取
用
す
。
一
章
毎ご
と

に
三
日
演
習
を
作な

す
。
盈
不
足
、

方
程
、
鈎
股
は
用
法
頗
る
雑
な
れ
ば
、
一
章
毎ご

と

に
四
日
演
習
を
作な

す
。

更
に
将
に
九
章
は
類
を
簒あ

つ

め
消
詳
す
。
用
算
、
門
例
を
知
る
に
庶ち
か

く
、

九
章
の
義
尽
く
。

事�

物
紀
原（（（
（

、
鈎
股
、
旁
要
を
載
す
。
本
、
こ
れ
両
章
、
今
、
総
て
一
章

と
為
す
。
詳
し
く
法
意
を
観
る
に
実
は
こ
れ
両
端
な
り
。
劉
徽
、
旁

要
の
術
を
以
て
重
差
を
変
じ
、
積
を
減
じ
て
海
島
九
問
を
為
す
。
劉

益
、
鈎
股
の
術
を
以
て
演
段
鎖
方
を
治
む
。
議
古
根
源
二
百
問
を
撰

し
、
帯
従
、
益
隅
、
開
方
実ま

こ
とに
前
古（（（
（

に
冠
す
。
九
章
の
序
に
云
ふ
、

或あ
る

い
は
一
、
二
を
得
、
以
て
能よ

く
自
づ
か
ら
一
家
の
書
と
成
る
。
信

な
る
か
な
。
但
し
海
島
の
題
法
は
奥
を
隠
し
、
そ
の
秘
を
得
る
こ
と

莫な

し
。
李
淳
風
注
す
と
雖い
へ

ど
も
、
秖た
だ

下
法
を
云
ふ
の
み
。
亦ま

た
そ
の

源
を
説
く
を
曽ま

さ
ず
。
議
古
根
源
、
元
細
草
無
し
。
但
し
術
に
依よ

り

て
算
を
演
ず
も
亦ま

た
そ
の
旨
を
知
ら
ず
。
九
章
の
鈎
股
よ
り
し
て
二

書
有
り
。
二
書
に
因よ

り
諸
家
の
妙
を
増
続
す
。
序
に
又ま

た
云
ふ
、
九

章
猶な

ほ
儒
者
の
六
経
、
医
家
の
難
素（（（
（

、
兵
法
の
孫
子
の
ご
と
し
。
こ

の
故
に
学
者
は
九
章（（（
（

を
知
る
を
勉
む
る
な
り
。

乗
除
加
減
用
法

上
乗（（（
（

商
除
。
如が

を
言
ふ
を
用
ゆ
る
は
身
に
対あ
た

り
、
十
を
言
ふ
は
身
を
過

ぐ
（
（（
（

。

　

�

一
三
如が

。
一
個
の
三
を
添
ふ
。
こ
れ
二
三
如が

。
又ま

た
一
個
の
三

を
添
ふ
。
こ
れ
三
三
如が

。
皆
本
位
を
出
で
ず
。
故
に
曰
く
、
如が

を

言
ふ
は
身
に
対
す
。
三
三
如が

。
上
に
更
に
一
個
の
三
を
添
ふ
。
こ

れ
三
四　

。
そ
れ
十
を
掲
ぐ
は
上
位
に
帰
し
、
対
位
下（（（
（

は
零
、
故
に

十
を
言
ふ
は
身
を
過
ぐ
と
曰
ふ
。

下
乗（（（
（

加
減
。
十
を
言
ふ
を
用
ゆ
る
は
身
に
当
り
、
如が

を
言
ふ
は
下
に
布

す
。

　

�

上
乗
は
実
位
を
乗
ず
る
を
臨（（（
（

了
す
。
故
に
十
を
言
ふ
は
身
を
過
ぎ
、
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一
　
天
文
大
成
三
条
図
解（
授
時
発
明
）

【
解
題
】

　

本
資
料
は
「
関
孝
和
述
」
と
し
て
伝
わ
る
暦
学
書
「
天
文
大
成
三
条

図
解
」（
国
立
天
文
台
附
属
図
書
館
蔵
：
請
求
番
号449

─S

）の
全
文
の

読
み
下
し
文
と
影
印
で
あ
る
。「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
は
別
に
「
授

時
発
明
」
の
書
名
を
も
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

　
「
関
孝
和
述
」
と
す
る
「
授
時
発
明
」
は
、
影
印
本
の
外
、
東
北
大

学
附
属
図
書
館
、
日
本
学
士
院
、
宮
内
庁
図
書
寮
、
天
理
大
学
附
属
天

理
図
書
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、（
一
）関
孝

和
述
「
授
時
発
明
」
と
表
記
し
奥
書
に
「
延
宝
庚
申
穀
旦
謹
書
」
の
年

紀
を
有
す
る
も
の
、（
二
）右
記
の
よ
う
な
年
紀
の
な
い
も
の
、（
三
）関

孝
和
編
述
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
と
書
し
巻
末
に
「
延
宝
八
年
彗

星
」
の
記
事
を
有
す
る
も
の
、（
四
）著
者
名
は
な
く
書
名
を
「
天
文
大

成
三
条
図
解
」
と
し
巻
末
に
「
延
宝
八
年
彗
星
」
の
記
事
が
あ
る
も
の
、

（
五
）著
者
名
や
巻
末
に
彗
星
の
記
事
が
な
い
も
の
の
五
系
統
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）と（
二
）は
外
題
と
内
題
と
も
に
書
名
を
「
授
時
発
明
」
と
し
著

者
を
「
関
孝
和
述
」
と
す
る
こ
と
に
共
通
点
が
あ
る
。
内
題
の
直
後
に

「
授
時
発
明
」
が
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
と
す
る
別
称
を
持
つ
こ
と

に
な
る
「
所
載
天
文
大
成
三
条
之
論
遮
中
図
解
」
と
す
る
見
出
し
が
付

く
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
岡
本
文
庫

本（
請
求
番
号
岡
本
写7

）と
日
本
学
士
院
本（
請
求
番
号6707

）は
最
終

丁
に
「
延
宝
庚
申
穀
旦
謹
書
」
の
年
紀
を
持
つ
が
、
日
本
学
士
院
の
二

本（
請
求
番
号8506

と6708

）に
は
な
い
。
奥
書
の
年
紀
は
「
延
宝
八

年（
一
六
八
〇
）の
穀
日（
一
月
八
日
）の
日
に
謹
ん
で
書
す
」
の
意
味
に

な
ろ
う
。

　
（
三
）の
系
統
本
で
は
右
の
よ
う
な
年
紀
の
他
、
巻
末
に
延
宝
八
年
に

出
現
し
た
彗
星
の
こ
と
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
持
つ
。

記
録
を
現
代
語
訳
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

延
宝
八
年
九
月
下
弦
の
早
朝
、
東
の
空
に
彗
星
が
見
え
、
彗
星
の
尾

は
西
に
三
十
度
ほ
ど
の
長
さ
に
伸
び
て
い
た
。
二
十
七
日
に
は
ま
だ

見
え
て
い
た
が
、
二
十
八
日
の
早
朝
に
は
地
平
に
隠
れ
て
見
え
な
く

な
っ
た
。
九
月
二
十
九
日
に
は
二
十
八
宿
の
房
初
度
の
位
置
に
あ
っ

て
、
十
月
一
日
に
な
る
と
、
夕
方
の
西
方
に
彗
星
の
尾
だ
け
が
見
え
、

二
日
の
夕
刻
に
な
っ
て
や
っ
と
彗
星
の
本
体
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
尾
は
東
に
向
か
っ
て
五
十
度
ほ
ど
の
長
さ
に
な
っ
た
。
十
一
月

二
十
七
日
に
は
徐
々
に
二
十
八
宿
の
室
の
北
で
没
す
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
こ
れ
ま
で
の
彗
星
の
運
行
は
五
十
七
日
、
そ
の
航
跡
は
百
十
度

に
相
当
す
る
。
十
二
月
の
満
月
後
に
は
彗
星
の
本
体
も
尾
も
完
全
に

見
え
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
航
跡
は
室
宿
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
あ
る
い
は
こ
の
彗
星
を
金
星
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
う
で
は
な
い（
以
下
略
）。

　

こ
の
彗
星
は
、
一
六
八
〇
年
に
ド
イ
ツ
の
天
文
学
者
キ
ル
ヒ

（Gottfried K
irch, 1639

─1710
）が
望
遠
鏡
で
観
測
し
た
キ
ル
ヒ
彗
星

（C/1680 V
1

）で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
も
断
続
的
に
彗
星
の
観

測
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
記
録
が
関
孝
和
に
よ
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
写
本
で
は
著
者
名
を

「
関
孝
和
編
述
」
と
し
て
お
り
、
複
数
の
人
物
が
係
わ
っ
て
い
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
持
た
せ
て
い
る
。「
延
宝
庚
申
穀
旦
謹
書
」
の
奥
書
も
な
い
。

　
（
五
）は
、
書
名
を
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
と
す
る
こ
と
で
は
前
記

系
統
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
著
者
名
は
全
く
な
い
。
こ
の
点
に
他
本
と

異
な
る
決
定
的
な
相
違
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ

と
は
、
日
本
学
士
院
本（
請
求
番
号6927

）の
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」

で
は
こ
れ
の
著
者
が
中
根
元
圭
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
写
本
の
四
丁
裏
の
図
の
余
白
に
貼
ら
れ
た
付
箋
紙
に
そ
の
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
該
当
部
分
を
読
み
下
し
文
に
し
て
示
そ
う
。

（
前
略
）然し

か

り
と
雖い
へ

ど
も
、
こ
の
書
中
根
先
師
作
る
に
当あ

た
り
、
何
ぞ

至
ら
ざ
る
と
こ
ろ
有
ら
ん
。
我
、
短
才
を
以も

つ

て
故
に
、
未
だ
よ
く
解

せ
ざ
る
な
り
。
今
、
疑
を
記
し
以も

つ

て
後
日
の
考
へ
に
備
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

明
和
乙
酉
孟
冬
上
旬�

田
伯

　

年
紀
の
「
明
和
乙
酉
」
は
明
和
二
年（
一
七
六
五
）に
あ
た
る
。
筆
記

者
の
「
田
伯

」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ

情
報
は
な
い
。
し
か
し
、
田
伯
某
は
写
本
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
の

原
著
者
を
「
中
根
先
師
」
で
あ
る
、
と
言
明
し
て
憚
ら
な
い
の
で
あ
る
。

中
根
先
師
と
は
中
根
元
圭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
天
文
大
成
三
条
図
解
」

を
中
根
元
圭
の
編
著
と
す
る
指
摘
は
高
橋
織
之
助
の
「
算
話
拾

集
」

に
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
四
余
算
法
」
と
題
す
る
暦
書
も
中
根
に
よ
る

編
著
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
い
ま
、「
算
話
拾

集
」
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
の
全
て
が
正
し
い
と
俄
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

一
部
の
暦
算
家
た
ち
の
間
に
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」
が
中
根
元
圭
の

研
究
書
で
あ
る
と
伝
え
る
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
ろ
う
。

一　

天
文
大
成
三
条
図
解（
授
時
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明
）
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「
天
文
大
成
三
条
図
解
」

凡
　
例

一　

読
み
下
し
の
底
本
と
し
て
国
立
天
文
台
附
属
図
書
館
蔵
の
「
天
文

大
成
三
条
図
解
」（
請
求
番
号449

─S

）を
使
っ
た
。

一　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」（
請
求
番

号440

─13

─34

、
以
下
天
理
大
学
本
と
略
称
す
る
）と
原
文
が
異
な

る
箇
所
は
そ
の
都
度
注
に
記
し
た
。

一　

底
本
の
一
部
に
は
一
・
二
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場

合
は
そ
れ
に
従
っ
て
読
み
下
し
た
。
ま
た
、
読
み
下
し
文
の
作
成
に

は
、
訓
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
東
北
大
学
附
属
図
書
館
岡
本
文
庫
蔵

の
「
授
時
発
明
」（
請
求
番
号
岡
本
写7

）も
併
せ
て
参
考
に
し
た
。

た
だ
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
天
文
大
成
管
窺
輯
要
』
巻
三
の
本
文

の
読
み
は
、
本
文
の
訂
正
も
含
め
て
原
則
と
し
て
「
関
訂
書
」
に
従

っ
た
が
、
一
部
読
み
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
岡
本
本
と
宮
内
庁

図
書
寮
本
の
「
天
文
大
成
三
条
図
解
」（
請
求
番
号557

─46

）と
の
校

異
も
注
に
記
し
た
。

天
文
大
成
三
条
図
解（（
（

黄
赤
道
の
差
を
論
ず（（
（

郭
守
敬
授
時
に
弧
矢
接
鈎
股
の
法
を
用
い
て
、
以
て
こ
れ
を
求
め
る
の

法
、
黄
道
の
半
弧
背
を
以も

ち

い
て
天
元
の
一
を
立
て
、
以
て
黄
道
の
矢
を

求
め
得
る（（
（

。

仮た
と

如へ
ば

、
黄
道
の
半
弧
背
四
十
五
度
を
以
て
こ
れ
を
求
む
。
天
元
の
一

を
立
て
黄
道
の
矢
と
為
す
。
こ
れ
を
自
し
て
天
径（（
（

に
因よ

る
黄
道
半
弧

背
弦
の
差
と
為
す
。
左
に
寄
す
。
黄
道
半
弧
背
を
列
し
、
天
径
一
百

二
十
一
度
太（（
（

を
以
て
こ
れ
に
乗
じ
て
得
る
内
、
左
に
寄
せ
た
る
を
減

じ
て
、
余
り
こ
れ
を
自
し
て
、
天
径
冪
に
因よ

る（（
（

黄
道
半
弧
弦
冪
と
為

す
。
再
び
寄
す
。
天
径
を
列
し
、
内
、
黄
道
の
矢
を
減
じ
て
、
余
り

を
黄
道
の
矢
を
以
て
こ
れ
に
乗
じ
、
黄
道
半
弧
弦
冪
と
為
す
。
天
径

冪
を
以
て
こ
れ
に
相
乗
し
て
得
る
数
と
再
び
寄
せ
た
る
と
を
相
消
し

て
開
方
の
式（（
（

を
得
る
。
以
て
三
乗
の
方
に
こ
れ
を
開
き
、
黄
道
の
矢

一
十
七
度
三
十
二
分
五
十
三
秒
を
得
る
。

こ
れ
を
自
し
て
周
天
の
径
を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
黄
道
半
背
弦
の
差
を

得
る
。

　
�

黄
道
の
矢
を
列
し
、
こ
れ
を
自
乗
し
て
得
る
数
を
実
と
為
す
。
天
径

を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
黄
道
の
半
弧
背
弦
の
差
二
度
四
十
六
分（（
（

を
得

る
。

黄
道
の
半
弧
背
を
去
減
し
、
余
り
を
黄
道
の
半
弧
弦
と
為
す
。
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�

黄
道
の
半
弧
背
弦
の
差
を
以
て
黄
道
の
半
弧
背
を
減
じ
て
、
余
り
四

十
二
度
五
十
四
分
を
黄
道
の
半
弧
弦
と
為
す
。

又ま

た
、
黄
道
の
矢
を
用
い
て
周
天
の
半
径
を
去
減
し
て
黄
赤
道
の
小
弦

と
為
す
。

　

�

黄
道
の
矢
を
以
て
天
の
半
径
六
十
零
度
八
十
七
分
半
を
減
じ
、
余
り

四
十
三
度
五
十
四
分
半
を
黄
赤
道
の
小
弦
と
為
す
。

黄
赤
道
の
大
股
を
以
て
こ
れ
に
乗
じ
、
黄
赤
道
の
大
弦
を
用
い
て
こ
れ

を
除
し
て
黄
赤
道
の
小
股
を
得
る
。

　

�

黄
赤
道
の
小
弦
を
列
し
、
黄
赤
道
の
大
股
五
十
六
度
零
六
分
半（
二

至
出
入
す
る
赤
道
の
内
外
二
十
三
度
九
十
分
を
以
て
半
弧
背
と
為
す
。

術
に
依よ

り
て
黄
赤
道
の
大
弧
矢
四
度
八
十
一
分
を
求
め
得
て
、
こ
れ

を
以
て
天
の
半
径
を
減
ず
る
の
余
り
な
り
）を
以
て
こ
れ
に
相
乗
し

て
得
る
数
を
実
と
為
す
。
黄
赤
道
の
大
弦
六
十
零
度
八
十
七
分
半
を

以
て
こ
れ
を
除
し
、
黄
赤
道
の
小
股
四
十
零
度
零
九
分
を
得
る
。

又ま

た
、
黄
赤
道
の
小
股
を
以
て
こ
れ
を
自
し
、
黄
道
の
半
弧
弦
を
以
て

こ
れ
を
自
し
、
相
併
せ
て
平
方
に
こ
れ
を
開
き
赤
道
の
小
弦
を
得
る
。

　

�

黄
赤
道
の
小
股
を
列
し
、
こ
れ
を
自
乗
し
て
得
る
数
と
、
黄
道
の
半

弧
弦
こ
れ
を
自
乗
し
て
得
る
数
と
を
二
位
相
併
せ
て
共
に
得
る
数
を

実
と
為
す
。
平
方
に
こ
れ
を
開
き
、
赤
道
の
小
弦
五
十
八
度
四
十
五

分
三
十
秒
を
得
る
。

又ま

た
、
黄
道
の
半
弧
弦
を
以
て
半
径
に
乗
じ
て
得
る
と
こ
ろ
、
赤
道
の

小
弦
を
以
て
こ
れ
を
除
し
て
、
赤
道
の
大
股
と
為
す
。
就つ

い
て
赤
道
の

半
弧
弦
と
為
す
。

　

�

黄
道
の
半
弧
弦
を
列
し
、
天
の
半
径
を
以
て
こ
れ
に
相
乗
し
て
得
る

数
を
実
と
為
す
。
赤
道
の
小
弦
を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
赤
道
の
大
股

四
十
四
度
三
十
零
分
四
十
三
秒
を
得
る
。
就つ

い
て
赤
道
の
半
弧
弦
と

為
す
。

又ま

た
、
黄
赤
道
の
小
股
を
以
て
黄
赤
道
の
大
弦
に
乗
じ
て
得
る
と
こ
ろ
、

赤
道
の
小
弦
を
用
い
て
こ
れ
を
除
し
て
、
赤
道
の
横
の
大
鈎
を
得
る
。

　

�

黄
赤
道
の
小
股
を
列
し
、
黄
赤
道
の
大
弦
を
以
て
こ
れ
に
相
乗
し
て

得
る
数
を
実
と
為
す
。
赤
道
の
小
弦
を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
赤
道
の

横
の
大
鈎
四
十
一
度
七
十
五
分
を
得
る
。

以
て
半
径
を
減
じ
て
、
余
り
を
赤
道
の
横
の
弧
矢
と
為
す
。

　

�

赤
道
の
横
の
大
鈎
を
以
て
天
の
半
径
を
減
じ
、
余
り
一
十
九
度
一
十

二
分
半
を
赤
道
の
横
の
弧
矢
と
為
す
。

こ
れ
を
自
し
て
円
径（（
（

の
如
く
而し

か

も
一
に
し
て
、
赤
道
の
半
背
弦
の
差
を

得
る
。

　

�
赤
道
の
横
の
弧
矢
を
列
し
、
こ
れ
を
自
乗
し
て
得
る
数
を
実
と
為
す
。

天
径
の
如
く
而し

か

も
一
に
し
て
、
赤
道
の
半
弧
背
弦
の
差
三
度
零
零
四

十
二
秒
を
得
る
。

一　

天
文
大
成
三
条
図
解（
授
時
発
明
）

一
一
五
五



赤
道
の
半
弧
弦
に
去
加
し
て
赤
道
の
半
弧
背
と
為
す（
去
は
当ま
さ

に
以
て

作
る
べ
し（（（
（

）。

　

�
赤
道
の
半
弧
背
弦
の
差
を
以
て
赤
道
の
半
弧
弦
を
加
入
し
て
、
赤
道

の
半
弧
背
四
十
七
度
三
十
零
分（（（
（

八
十
五
秒
を
得
る（
余
は
こ
れ
に
倣

へ
）。

　
　

図
に
云
く（
朱
を
以
て
経た

て

を
見
、
墨
を
以
て
緯よ
こ

を
見
る（（（
（

）

B⌒A＝黄道半弧背：黄径（今日の極黄径，黄道の北極ではなく赤道の北極をもとに冬至点を起
点にしている），DB＝黄道矢（原図では黄矢），DA＝黄道半弧背弦（原図では黄半弦），CE＝
黄赤道大弧矢点 B，D から線分 OC に降ろした垂線の足をそれぞれ F，E とする．B⌒C＝二至
出入内外（黄道傾斜角），BO＝黄赤道大弦，DO＝黄赤道小弦，EO＝黄赤道大股，FO＝黄赤
道小股，CH＝赤道矢，C⌒I＝赤道半弧背，点 A から線分 IO に降ろした垂線の足を G とする．
GO＝赤道小弦（原図では赤小弦），IH＝赤道半弧背弦（原図では赤半弦）＝赤道大股，HO＝赤
道大鈎
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内
、
黄
道
の
度
を
減
じ
て
、
余
り
黄
赤
道
の
差
二
度
三
十
分
八
十
五
秒

を
得
る
。

赤
道
の
半
弧
背
を
列
し
、
内
、
黄
道
の
半
弧
背
を
減
じ
て
、
余
り
二

度
三
十
零
分
八
十
五
秒
を
黄
赤
道
の
極
差
と
為
す
。

稍や
や

庚
午
よ
り
減
ず
。
こ
の
術
、
循
弧
宛
転
、
実ま
こ
とに
天
道
と
脗ふ
ん

合
す
。
最

も
微
妙
為た

り
。
古
今
に
冠
絶
す
と
謂い

ふ
べ
し
。

　
　
　

黄
赤
内
外
差
を
論
ず

郭
守
敬
授
時
、
弧
矢
の
法
を
以
て
こ
れ
を
求
む
。
半
径
を
置
き
、
内
、

赤
道
の
小
弦
を
減
じ
、
余
り
を
赤
道
二
弦
の
差
と
為
す
。
又ま

た
、
黄
赤

道
の
小
弧
の
矢
と
為
す
。
又ま

た
、
内
外
の
矢
と
為
す
。

仮た
と

如へ
ば

、
黄
道
の
半
弧
背
四
十
五
度
を
以
て
こ
れ
を
求
む
。
前
術
に
依よ

り
て
、
黄
道
の
矢
一
十
七
度
三
十
三
分
を
得
る
。
赤
道
の
小
弦
五
十

八
度
四
十
五
分
三
十
秒
を
求
め
到
り
、
以
て
天
の
半
径
を
減
じ
て
、

余
り
二
度
四
十
二
分
二
十
秒
を
赤
道
の
大
小
弦
の
差
と
為
す
。
又ま

た
、

黄
赤
道
の
小
弧
の
矢
と
為
す
。
又ま

た
、
内
外
の
矢（（（
（

と
為
す
。

半
径
を
置
き
、
内
、
黄
道
在
る
と
こ
ろ
の
度
の
矢
を
減
じ
て
、
余
り
を

黄
赤
道
の
小
弦
と
為
す
。

天
の
半
径
を
列
し
、
内
、
黄
道
の
矢
を
減
じ
て
、
余
り
四
十
三
度
五

十
四
分
半
、
黄
赤
道
の
小
弦
と
為
す
。

二
至
黄
赤
道
の
内
外
の
半
弧
弦
を
以
て
こ
れ
に
乗
じ
て
、
黄
赤
道
の
大

弦
を
以
て
こ
れ
を
除
し
て
、
黄
赤
道
の
小
弧
弦
と
為
す
。
又ま

た
、
黄
赤

道
の
小
鈎
と
為
す
。

黄
赤
道
の
小
弦
を
列
し
、
二
至
黄
赤
道
の
内
外
の
半
弧
弦（（（
（

二
十
三
度

七
十
一
分
三
十
秒（
黄
赤
道
の
大
弧
の
矢
四
度
八
十
一
分
を
置
き
こ

れ
を
自
し
、
天
径
の
如
く
而し

か

も
一
に
し
て
、
半
背
弦
の
差
一
十
九
分

を
得
、
以
て
内
外
の
極
差
二
十
三
度
九
十
零
分
三
十
秒
を
減
じ
た
余

り
な
り
）を
以
て
こ
れ
に
乗
じ
て
得
る
数
を
実
と
為
す
。
黄
赤
道
の

大
弦
を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
一
十
六
度
九
十
六
分
二
十
三
秒
を
得
、

黄
赤
道
の
小
弧
弦
と
為
す
。
又ま

た
、
黄
赤
道
の
小
鈎
と
為
す
。

黄
赤
道
の
小
弧
の
矢
を
置
き
、
こ
れ
を
自
し
、
円
径
を
以
て
こ
れ
を
除

し
て
半
背
弦
の
差
と
為
す
。

黄
赤
道
の
小
弧
の
矢
を
列
し
、
こ
れ
を
自（（（
（

し
て
得
る
数
を
実
と
為
し
、

天
径
を
以
て
こ
れ
を
除
し
、
半
弧
背
弦
の
差
四
分
八
十
二
秒
を
得
る
。

黄
赤
道
の
小
弧
弦
に
加
へ
て
、
黄（（（
（

赤
道
の
内
外
の
度
と
為
す
。
又ま

た
、

黄
赤
道
の
小
弧
半
背
と
為
す
。

半
弧
背
弦
の
差
を
以
て
黄
赤
道
の
小
弧
弦
に
加
入
し
て
一
十
七
度
零

一
分
零
五
秒
を
得
て
、
黄
赤
道
内
外
の
度
と
為
す
。
又ま

た
、
黄
赤
道

の
小
弧
半
背
と
為
す（
余
は
こ
れ
に
倣
へ
）。

図
に
云
く（
朱
を
以
て
経た

て

を
見
、
墨
を
以
て
緯よ
こ

を
見
る
）。
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三
　
諸
家
系
譜

【
解
題
】

　

引
用
資
料
「
諸
家
系
譜
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
：
請
求
番
号

156

─0023

）は
、「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」（
文
化
九
年
完
成
）の
編
纂
事
業

に
伴
っ
て
諸
大
名
や
幕
臣
御
目
見
以
上
の
諸
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
由
緒

書
で
あ
る
。
こ
の
時
諸
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
諸
家
系
譜
」
は
国
立
公

文
書
館
の
内
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
す
べ
て
の
系
譜
が

同
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

関
孝
和
の
関
家
系
譜
は
享
保
二
十
年（
一
七
三
五
）に
同
家
が
断
絶
し

た
た
め
幕
府
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
孝
和
の
実
家
に
あ
た

る
内
山
家
の
系
譜
は
御
鷹
匠
頭
内
山
七
兵
衛
に
よ
っ
て
、
ま
た
弟
の
内

山
永
章
の
系
譜
は
養
家
の
内
山
勝
五
郎
清
隣
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
が

今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

最
初
に
、
こ
れ
ら
両
家
系
譜
の
書
誌
的
概
況
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て

お
こ
う
。
ま
ず
、
内
山
七
兵
衛
と
内
山
勝
五
郎
両
家
の
系
譜
と
も
に
次

の
よ
う
な
書
き
付
け
を
持
つ
扉
が
付
く
。

　

未
十
二
月
晦
日
出

　
　
　
　

清
和
源
氏

　
　
　
　
　

八
百
七
十
九
番　

堀
田
豊
前
守

　
　

系
譜

　

う　

源

　
　
　
　
　
　

御
鷹
匠
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
七
兵
衛

未
十
一
月
二
十
九
日

　
　
　

浅
野
佐
渡
守
よ
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
和
源
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
一
番　

堀
田
豊
前
守

　

  

系
譜

　

う　

源

　
　
　
　
　
　

西
丸
御
書
院
番　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
佐
渡
守
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
勝
五
郎

　

扉
劈
頭
の
「
未
」
は
寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）の
干
支
を
指
し
て
い

る
。
内
山
七
兵
衛
の
系
譜
は
「
十
二
月
晦
日
出
」
と
あ
る
か
ら
、
組
頭

堀
田
豊
前
守
へ
の
提
出
は
こ
れ
以
前
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
山
勝
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五
郎
の
系
譜
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
浅
野
佐
渡
守
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
日
付
か
ら
両
家
と
も
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
編
纂
開
始
の
早

い
時
期
に
系
譜
を
作
成
し
提
出
に
及
ん
だ
も
の
と
推
測
が
で
き
る
。
表

紙
の
「
系
譜
」
の
左
上
に
書
か
れ
る
平
仮
名
の
「
う
」
は
い
ろ
は
順
に

よ
る
氏
姓
の
区
分
記
号
に
な
る
。

　

系
譜
の
提
出
に
あ
た
っ
て
両
内
山
家
は
家
々
に
残
る
記
録
や
言
い
伝

え
な
ど
を
も
と
に
系
譜
の
作
成
に
あ
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
江

戸
幕
府
の
成
立
か
ら
ほ
ぼ
二
百
年
が
経
過
し
、
両
家
に
残
る
記
録
の
窯

変
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

系
譜
史
料
を
読
む
に
あ
た
っ
て
は
経
年
に
よ
る
史
実
の
誤
認
や
事
実
の

誇
張
な
ど
人
為
的
操
作
が
介
入
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
両
家
の
系
譜
に
つ
い
て
も
同
然
と
言
え
る
。
い
ま
、

両
家
の
系
譜
に
表
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
左
に
注
し
読
者
へ
の
便

宜
と
し
た
い
。

　

内
山
吉
明
の
武
勲
を
記
録
す
る
「
天
正
三
乙
酉
年
壬
八
月
二
日
」
の

年
数
と
干
支
に
は
系
譜
提
出
者
の
内
山
七
兵
衛
に
よ
る
書
き
損
じ
、
も

し
く
は
伝
承
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
。
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）が
正
し
い
年
紀
で
あ
る
と
す
れ
ば
干
支
は
乙
亥
に
な
る
。

天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）と
す
れ
ば
干
支
は
乙
酉
を
と
る
。
続
く
「
壬

八
月
」
を
「
閏
八
月
」
と
読
め
ば
、
天
正
十
三
年
に
閏
八
月
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
、
天
正
十
三
年
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

　
「
寛
永
四
丁
丑
年
月
日
不
詳
、
大
納
言
殿
御
仕
合
以
後
」
と
す
る
件

は
駿
河
大
納
言
松
平
忠
長
に
起
因
す
る
一
連
の
事
件
を
指
す
の
で
あ
る

が
、
忠
長
は
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）上
州
高
崎
城
に
幽
閉
さ
れ
、
同
十

年
十
二
月
六
日
に
自
害
す
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
こ

に
は
脱
文
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
空
居
」
の

「
空
」
の
右
側
に
「
本
」
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
本

居
」
と
読
ま
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

内
山
永
明
の
実
父
の
姓
を
「
安
田
」
と
記
す
る
が
、
こ
れ
は
安
間
の

誤
り
か
。

　

関
孝
和
の
諱
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
は
秀ひ

で

和と
も

と
あ
っ
た
が
、
こ

れ
の
原
本
と
も
呼
ぶ
べ
き
「
諸
家
系
譜
」
で
は
、
老
の
字
に
似
た
漢
字

に
よ
っ
て
「

和
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
も
な
い
。
養
子
新

七
郎
の
こ
と
は
江
戸
幕
府
の
日
記
で
あ
る
「
柳
営
日
次
記
」「
年
録　

宝
永
三
年
」
の
十
月
一
日
の
項
に
「
養
子
新
七
郎
」
の
お
目
見
え
の
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
諸
家
系
譜
」
で
は
新
七
郎
の
名
前
を
「
新

七
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
「
代
」
を
付
け
て
「
新
七
代
」
と
表
し
て
い
る
。

「
代
」
は
「
郎
」
の
書
き
損
じ
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
代
」
は
、

こ
れ
の
前
文
が
「
後
年
養
子
」
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、「
後
年
養
子

新
七
の
代
」
ま
た
は
「
後
年
養
子
新
七
に
代
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
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い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
弟
の
永
行
の
姓
を
「
内
山
山
」
と
「
山
」

を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
き
損
じ
で
あ
ろ
う
。

　

内
山
永
章
の
桜
田
侯
へ
の
召
し
抱
え
年
紀
に
つ
い
て
は
、「
諸
家
系

譜
」
は
元
禄
十
七
丁
丑
年（
一
七
〇
四
）と
す
る
が
、
元
禄
十
七
年
の
干

支
は
甲
申
が
正
し
い
。
永
章
の
本
家
の
「
内
山
系
譜
」
は
永
章
の
桜
田

殿
へ
の
出
仕
を
元
禄
十
丁
丑
年（
一
六
九
七
）三
月
七
日
と
記
し
て
お
り
、

元
禄
十
年
の
干
支
が
丁
丑
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
元
禄
十
七
年
は

誤
記
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
内
山
勝
五
郎
の
系
譜
作
成
者
が

元
禄
十
七
年
三
月
晦
日
に
改
元
が
行
わ
れ
、
年
号
が
宝
永
に
変
わ
っ
た

こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

正
徳
四
年
の
干
支
も
甲
午
が
正
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
内
山
永
章
の
本
家
の
「
内
山
系
譜
」
に
永
章
の
生
年
月

日
の
記
載
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
伝
承
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
内
山
勝
五
郎
が
提
出
し
た
系
譜
で
は
「
正
保
四
丁
亥
年
武
州
江

戸
出
生
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
本
家
に
伝
承
が
な
く
、
養
家
に
は
そ
れ

が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
「
内
山
系
譜
」
に
よ
れ
ば
父
永
明
は

「
正
保
三
丙
戌
年
五
月
二
日
」
に
病
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

勝
五
郎
の
系
譜
か
ら
見
れ
ば
、
養
子
の
永
章
は
父
没
後
に
出
生
し
た
こ

と
に
な
る
。
父
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
子
供
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
事
実

と
し
て
あ
っ
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
永
章
の
生
年
を
確

定
す
る
こ
と
は
関
孝
和
の
生
年
を
推
測
し
て
い
く
上
で
重
要
な
手
が
か

り
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
内
山
永
章

の
出
生
年
の
検
証
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
翻
刻
文
中
の（　

）は
割
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

本
全
集
で
は
、
内
山
二
家
の
系
譜
の
翻
刻
文
と
影
印
を
掲
載
し
た
。
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源
姓

　
　
　

内
山
氏

　
　
　
　

先
祖

　

清
和
源
氏
加
賀
美
次
郎
遠
光
後
胤
信
濃
国
住
人

　

大
井
五
郎
三
郎
長
明
四
代
之
孫
内
山
源
太
郎
長
康

　

此
節
信
州
佐
久
郡
内
山
に
住
す
従
是
以
内
山
為
氏

　
　

本
紋　
　
　
　

松
皮
杢
菱

　
　

幕
之
紋　
　
　

丸
内
三
つ
三
階
菱
頭
合

　
　

家
之
紋　
　
　

丸
之
内
に
三
つ
三
階
菱
頭
合

　
　

替　

紋　
　
　

唐
花
菱

　

信
州
佐
久
郡
内
山
之
住
人
内
山
源
太
郎
永
康
六
代
之
孫

　
　
　
　
　

号
左
京

　
　
　

母　
　
　

不
詳

　
　
　

妻　
　
　

不
詳

　
　
　

年
月
日
不
詳
於
信
州
佐
久
郡
出
生
仕
候

　
　
　

天
正
十
壬
午
年

吉
明

　
　

神
君
甲
州
新
府
中
御
出
馬
之
刻
属
芦
田
右
衛
門
佐
信

　
　
　

蕃
信
州
佐
久
郡
春
日
村
之
奥
見
沢
と
申
要
害

　
　
　

之
地
に
山
小
屋
搆
住
居
北
条
氏
直
と
御
国
争
之

　
　
　

砌
芦
田
旗
下
与
力
之
者
共
無
二
之
御
忠
節
申
上

　
　
　

御
先
手
に
進
み
北
条
方
之
地
侍
共
と
日
夜
相
戦
同
年

　
　
　

八
月
日
不
詳
豆
生
田
之
砦
を
芦
田
組
之
士
従
搦
手

　
　
　

責
落
組
討
之
高
名
仕
候
其
後
野
沢
之
城
岩
村

　
　
　

田
前
山
高
棚
小
田
井
等
其
外
之
小
城
砦
共
攻
落

　
　
　

候
に
付
氏
直
一
味
同
心
之
者
不
残
降
参
仕
信
州
段
々

　
　
　

御
手
に
入
芦
田
組
之
士
共
戦
功
を

　
　
　

御
感
被　

思
召
候
由
に
て
芦
田
信
蕃
親
類
同
名

　
　
　

与
力
之
士　

御
直
恩
可
被
下

　
　
　

御
感
状
被
下
候
由
申
伝
候
天
正
十
一
癸
未
年
二
月

　
　
　

二
十
二
日
信
州
佐
久
郡
岩
尾
城
攻
之
節
芦
田
信
蕃
弟

　
　
　

源
八
郎
信
幸
重
手
を
負
候
処
芦
田
組
之
士
無
二
無
三

　
　
　

責
詰
翌
二
十
三
日
岩
尾
之
城
責
落
申
候
信
蕃
儀
者

　
　
　

右
手
疵
に
て
相
果
候
に
付
御
加
勢
之
柴
田
七
九
郎
よ
り
岩
尾

　
　
　

之
城
責
信
蕃
兄
弟
并
旗
下
之
士
共
戦
功
を
言
上
仕
候

　
　
　

由
申
伝
候
同
年
五
月
二
日
芦
田
五
十
騎
之
者
共
甲
州

　
　
　

市
川
御
陣
江
被
為　

召
大
久
保
七
郎
衛
門
殿
御
披
露
に
て
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神
君
江
御
目
見
申
上
候
天
正
三
乙
酉
年
壬
八
月
二
日
真
田
安

　
　
　

房
守
昌
幸
居
城
信
州
上
田
城　

責
之
時
味
方
敗

　
　
　

走
芦
田
組
之
士
并
大
久
保
党
御
直
参
之
衆
七
八
騎

　
　
　

踏
留
り
吉
明
敵
を
突
伏
芦
田
組
一
手
江
甲
首
十
二

　
　
　

級
打
取
真
田
を
城
内
江
追
入
申
候
慶
長
五
庚
子
年

　
　
　

月
日
不
詳
松
平
右
衛
門
大
夫
康
貞
於
伏
見
御
旗
本

　
　
　

之
士
と
喧
嘩
仕
相
手
を
討
果
候
に
付
結
城
中
納
言
殿
江
御

　
　
　

預
ヶ
被
成
候
後
上
州
藤
岡
に
空
居
同
年
月
日
不
詳

　
　
　

関
ヶ
原
御
陣
之
前
奥
州
御
陣
之
時
小
山
と
申
所
に
て

　
　

神
君
江
被　

召
出
信
州
路
為
御
案
内
本
多
佐
渡
守
属
部
下

　
　

台
徳
公
真
田
江　

御
出
馬
之
御
供
仕
候
同
十
九
甲
寅
年
冬

　
　
　

以
来
翌
二
十
乙
卯
年
五
月
迄
摂
州
大
坂
両
度
之
御
陣

　
　
　

本
多
佐
渡
守
備
組
に
て
供
奉
御
帰
陣
已
後
領
知
上

　
　
　

州
藤
岡
に
罷
在
年
始
御
礼
毎
年
出
府
仕

　
　
　

御
目
見
仕
候
其
外
江
戸
御
城
石
垣
御
普
請
等

　
　
　

之
義
人
足
差
出
候
由
申
伝
候

　
　

台
徳
公
御
代
年
月
日
不
詳
被　

召
出
御
書
院
番
松
平

　
　
　

志
摩
守
重
成
組
相
勤
寛
永
四
丁
丑
年
月
日
不
詳

　
　

大
納
言
殿
御
仕
合
以
後
又
々
上
州
藤
岡
に
空本

居
仕
候
吉
明

　
　
　

男
子
無
御
座
候
に
付
外
孫
安
間
三
右
衛
門
国
重
嫡
子
七

　
　
　

兵
衛
儀
を
幼
年
よ
り
養
置
家
相
続
為
仕
隠
居
仕

　
　
　

其
後
年
号　

不
詳
五
月
三
日
病
死
仕
候
年
齢
葬

　
　
　

地　

不
詳
法
名
正
受
院
義
天
道
虎

　
　
　
　
　
　
　
　

初
永
清　
　

号
七
兵
衛

　
　
　
　
　

養
母　
　
　

不
詳

　
　
　
　
　

実
父　
　
　

芦
田
吉
右
衛
門
大
夫
安
定
旗
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
三
右
衛
門
国
重

　
　
　
　
　

実
母　
　
　

内
山
左
京
吉
明
女

　
　
　
　
　

妻　
　

安
藤
対
馬
守
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
与
左
衛
門
女（
名
乗
不
知
）

　
　
　
　
　

年
月
日
不
詳
上
州
藤
岡
出
生
仕
候

　
　
　
　
　

駿
河
大
納
言
殿
御
家
に
て
年
月
日
不
詳
従
部
屋
住

　
　
　
　
　

被　

召
出
父
吉
明
相
共
大
御
番
相
勤
寛
永
九
壬

　
　
　
　
　
申
年
大
納
言
殿
御
仕
合
以
後
上
州
藤
岡
に
父
吉

　
　
　
　
　

明
と
一
所
に
空
居
仕
候
処
年
々
御
扶
持
方
被
下
置

　
　
　
　
　

候
由
申
伝
候
得
共
如
何
程
被
下
置
候
哉
相
知
不
申
候

　
　
　
　
　

其
後
父
戦
功
之
以
由
緒
達
之
御
番
入
之
義
奉
願
候
処

　
　
　
　
　

八
ヶ
年
月

　
　
　
　

�
大
猷
公
御
代
寛
永
十
六
己
卯
年
月
日
不
知
被　

召
出
御
天

永
明
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守
番

　
　
　
　
　

�

相
勤
同
十
八
辛
巳
年
十
一
月
十
五
日
下
総
国
千
葉
郡
上

飯
山

　
　
　
　
　

�
満
村
に
て
知
行
百
石
御
蔵
米
に
て
五
十
俵
都
合
百
五

十

　
　
　
　
　

�

石
被
下
置
候
旨
御
老
中
御
列
座
に
て
被
仰
渡
候（
御
姓

名
不
詳
）

　
　
　
　
　

如
始
御
天
守
番
相
勤
年
月
日
不
相
知
牛
込
辺
に
て
屋

　
　
　
　
　

敷
拝
領
仕
候
由
申
伝
候
正
保
三
丙
戌
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　

病
死
仕
候
年
齢
不
詳
江
戸
牛
込
七
軒
寺
町
浄

　
　
　
　
　

輪
寺
葬
号
繕
了
院
日
正

　
　
　
　
　
　

芦
田
右
衛
門
大
夫
康
貞
に
仕
没
落
後
浪
人

　
　
　
　

母　
　
　

不
詳

　
　
　
　

母　
　
　

不
詳

女
子　
　
　
　
　
　

安
間
三
右
衛
門
国
重
妻

女
子　
　
　
　
　
　

小
柴
助
左
衛
門（
名
乗
不
知
）妻

　
　
　
　
　
　
　

初
号
七
之
助　
　

後
号
七
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

母　
　

安
藤
対
馬
守
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
与
左
衛
門（
名
乗
不
知
）女

　
　
　
　
　
　
　

妻      

戸
沢
右
京
亮
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
権
七
郎（
名
乗
不
知
）女

　
　
　
　
　
　

年
月
日
不
詳
於
上
州
藤
岡
出
生
仕
候

　
　
　
　

大�

猷
公
御
代
正
保
三
丙
戌
年
十
一
月
二
十
八
日
跡
式
無
相

違
被
下

　
　
　
　
　

置
候
段
御
老
中
御
列
座
に
て
被　

仰
渡
候（
御
姓
名
不
詳
）

　
　
　
　

厳
有
公
御
代
寛
文
三
癸
卯
年
月
日
不
知
御
天
守
番
被

　
　
　
　
　

仰
付
候

　
　
　
　

常
憲
公
御
代
天
和
二
壬
戌
年
月
日
不
知
御
勘
定
方
被
仰
付

　
　
　
　
　

元
禄
三
庚
午
年
七
月
十
五
日
御
林
奉
行
被

　
　
　
　
　

仰
付
元
禄
七
甲
戌
年
八
月
十
六
日
御
勘
定
組
頭
被

　
　
　
　
　

仰
付
同
八
乙
亥
年
十
二
月
十
一
日
作
州
之
内
六
万
石
余

　
　
　
　
　

�

御
代
官
被　

仰
付
候
宝
永
五
戊
子
年
七
月
二
十
五
日
病

死

　
　
　
　
　

仕
候
年
齢
不
詳
江
戸
牛
込
七
軒
寺
町
浄
輪
寺
葬

　
　
　
　
　

号
勧
持
院
恵
荘
日
随

永
貞
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安
藤
対
馬
守
家
来

　
　
　
　
　
　
　

母　
　
　
　
　

湯
浅
与
左
衛
門（
名
乗
不
知
）女

　
　
　
　
　

�
年
月
不
詳
関
五
郎
右
衛
門（
名
乗
不
知
）養
子
罷
成
候

宝
永
五

　
　
　
　
　
戊
子
年
十
月
二
十
四
日
病
死
仕
候
年
不
知
後
年
養
子

　
　
　
　
　

新
七
代
享
保
九
甲
辰
年
八
月
十
二
日
甲
府
勤
番
被

　
　
　
　
　

仰
付
同
二
十
乙
卯
年
八
月
十
七
日
不
身
持
に
付
追
放
被

　
　
　
　
　

仰
付
家
断
絶
仕
候

　
　
　
　
　
　
　

母　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　

医
業
仕
厄
介
に
て
罷
在
宝
永
七
庚
寅
年
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

病
死
仕
候
年
不
詳

　
　
　
　
　
　
　

母　
　

右
同
断

　
　
　
　
　

元
禄
十
丁
丑
年
三
月
七
日
桜
田
御
殿
江
新
規
に
て
被

　
　
　
　
　

�

召
出
当
時
西
丸
御
書
院
番
浅
野
佐
渡
守
組
内
山
勝
五

郎

　
　
　
　
　

清
隣
家
に
て
御
座
候

和　

号
関
新
助

永
行　

号
内
山
山
松
軒

永
章　
　

号
内
山
小
十
郎

　
　
　
　
　
　
　

母　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　

母　
　

右
同
断

　

右
之
通
に
御
座
候
以
上

　
　

高
二
百
石
下
総
国
千
葉
郡
上
飯
満
村
本
国
信
濃

　
　
　
　

内
百
俵
御
蔵
米　

拝
領
屋
敷
堀
留
小
川
町

　
　
　

寛
政
十
一
己
未
年　
　

内
山
七
兵
衛　

花
押

「
諸
家
系
譜
」

　

源
氏

　
　
　

内
山

　
　

前
条
之
所
家
本
に
て
未
取
調
出
来
に
付
初
代

　
　

よ
り
相
誌
候

　
　
　

幕
之
紋　
　

丸
之
内
三
階
菱
三
つ
頭
合

　
　
　

家
之
紋　
　

同
断

　
　
　

替
紋　
　
　

松
皮
杢
菱　

又
唐
花
菱

女
子　
　

早
世
に
て
候
哉
病
死
等
年
月
日
不
知

女
子　
　

右
同
断

（
以
下
略
）
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七
兵
衛
永
明
四
男

　
　
　
　
　
　

三
郎
兵
衛　

小
十
郎

 　
　
　
　
　
　

安
藤
対
馬
守
家
来

　
　
　
　
　

母　
　
　

湯
浅
与
左
衛
門
女

　
　
　
　
　
　

増
山
対
馬
守
家
来

　
　
　
　

妻　
　
　
　

木
作
岡
右
衛
門
女

　
　
　

正
保
四
丁
亥
年
武
州
江
戸
出
生

　
　
　

元
禄
十
七
丁
丑
年
三
月
七
日

　
　

文
昭
公
桜
田　

御
殿
と
為
成
御
座
候
砌
新
規
被

　
　
　

召
出
添
御
勘
定
改
被　

仰
付
同
年
四
月
十
五
日

　
　
　

始
て　

御
目
見
被　

仰
付
同
年
同
月
十
八
日

　
　
　

御
切
米
五
十
俵
三
人
扶
持
被
下
置
同
十
二
己
卯
年

　
　
　

二
月
二
十
五
日
御
足
高
被
下
置
百
俵
被
成
下
宝
永
元
甲

　
　
　
申
年
十
二
月
十
五
日
御
本
丸
御
勘
定
被　

仰
付

　
　
　

同
六
己
丑
年
六
月
二
十
三
日
四
谷
鮫
ケ
橋
台
松
平

　
　
　

左
京
大
夫
上
地
之
内
に
て
屋
敷
拝
領
被　

仰
付
正
徳

　
　
　

二
辰
年
同
四
申
午
年
十
二
月
両
度
御
足
米

　
　
　

被
下
置
都
合
百
五
十
俵
高
に
成
同
五
乙
未
年
十
二

　
　
　

月
二
十
二
日
羽
州
奥
州
巡
見
御
用
被　

仰
付

永
章ヨ
シ

　
　
　

金
二
枚
拝
領
被
仰
付
御
用
無
滞
相
勤
享
保
十
乙

　
　
　
巳
年
十
二
月
三
日
七
十
一
才
に
て
病
死
仕
牛
込
七
軒
寺

　
　
　

町
浄
輪
寺
江
葬　

法
名　

善
性
観
察

　
　
　
　
　

�

幼
名
亀
之
助　

又
新
助　

又
五
郎
左
衛
門　

又
権
左
衛
門　

又
三
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

増
山
対
馬
守
家
来

　
　
　
　

母　
　
　
　

木
作
岡
右
衛
門
女

　
　
　
　
　

松
平
美
濃
守
家
来

　
　
　
　

妻　
　
　
　

高
用
平
六
女

　
　

元
禄
十
七
甲
申
年
正
月
十
八
日
当
地
出
生

　
　
（
以
下
略
）

「
九
十
六
丁
裏
」

　

高
三
百
俵（
本
国
信
濃　

生
国
武
蔵
）　　
　
　

居
屋
敷
四
谷
仲
町

　
　

内
百
五
十
俵
御
足
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
八
才

　
　

寛
政
十
一
己
未
年　
　
　
　
　
　

内
山
勝
五
郎　

花
押

清
信

（
以
下
略
）
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三
　
甲
府
御
舘
記

【
解
題
】

　

本
資
料
は
表
紙
に
「
甲
府
御
舘
記
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
：

請
求
番
号257

─71
）、
扉
に
は
「
御
家
老
衆
窺
書
留
」
と
墨
書
さ
れ
る

四
冊
の
窺
書
留
帳
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
題
か
ら
、
こ
の
窺
書
留
帳
が

甲
府
藩
邸
内
で
発
生
し
た
諸
案
件
を
解
決
す
る
た
め
に
、
藩
の
御
家
老

衆
に
お
伺
い
を
立
て
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
時
期
は
第

一
冊
の
右
上
に
「
元
禄
八
年
従
四
月
至
十
二
月
」、
扉
に
「
元
禄
八
乙

亥
年
四
月
」
と
書
か
れ
る
こ
と
、
四
冊
目
の
表
見
返
し
に
「
元
禄
九

年
」
と
す
る
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）か

ら
同
九
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
甲

府
藩
重
臣
へ
の
伺
い
帳
に
案
件
処
理
に
動
く
関
孝
和
の
姿
が
映
し
出
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

資
料
冒
頭
の
「
覚
」
は
、
元
禄
八
年
十
二
月
、
甲
府
藩
の
御
菓
子
御

用
を
勤
め
る
織
江
と
主
水
が
甲
府
侯
へ
お
目
通
り
を
願
い
出
た
こ
と
へ

の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
申
し
出
を
受
け
た
の
が
矢
守
助
十
郎
と
関
新
助

孝
和
で
あ
っ
た
。
二
人
は
彼
ら
御
菓
子
屋
の
申
し
出
を
十
二
月
十
八
日

に
お
伺
い
を
済
ま
せ
、
上
司
越
前
守
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

越
前
守
と
は
甲
府
藩
御
家
老
衆
の
一
人
で
あ
る
津
田
越
前
守
外
記
で
あ

ろ
う
。
津
田
外
記
は
、
三
千
石
取
り
に
し
て
、
天
和
三
年（
一
六
八
三
）

九
月
二
十
二
日
、
御
目
付
か
ら
家
老
に
就
任
し
て
い
た
。
御
菓
子
屋
の

織
江
と
主
水
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、「
覚
」
に
は
「
御
本

丸
へ
も
毎
年
正
月
二
日
、
主
水
両
人
年
次
御
礼
申
上
候
」
と
述
べ
て
い

る
か
ら
江
戸
城
へ
も
出
入
り
が
許
さ
れ
た
御
菓
子
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
文
政
七
年（
一
八
二
四
）に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
買
物
独
案
内
』

に
は
、「
深
川
佐
賀
町　

尾
州
御
用
御
菓
子
所　

船
橋
屋
織
江
」
と
す

る
御
菓
子
屋
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
資
料
に
表
れ
る
織
江
と
同
じ

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

関
孝
和
と
御
菓
子
屋
に
応
対
し
た
矢
守
助
十
郎
は
「
甲
府
様
御
人
衆

中
分
限
帳
」
で
は
、
御
賄
頭
御
役
料
十
人
扶
持
、
家
紋
は
五
徳
、
禄
高

二
百
俵
、
三
田
に
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
と
書
か
れ
る
関
孝
和
の
同
僚

で
あ
る
。

　

関
と
矢
守
は
元
禄
九
年
の
四
月
に
も
御
菓
子
屋
織
江
と
主
水
に
応
対

し
た
。
こ
の
時
織
江
と
主
水
は
、
同
年
正
月
に
甲
府
侯
に
お
目
見
え
が

叶
っ
た
こ
と
の
御
礼
と
合
わ
せ
て
、
冥
加
金
納
入
の
た
め
五
節
句
に
お

目
見
え
を
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
関
と

矢
守
は
四
月
二
十
九
日
に
お
伺
い
を
済
ま
せ
、
長
門
守
に
申
し
渡
し
を

し
た
の
で
あ
る
。
長
門
守
と
は
甲
府
藩
邸
筆
頭
家
老
戸
田
忠
利
の
こ
と

第
二
編　

第
二
章　

甲
府
藩
・
幕
府
役
務
関
係
資
料

一
四
八
四



で
あ
ろ
う
。
家
格
は
五
千
石
、
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）巳
年
七
月
二
十

六
日
、
御
小
姓
院
番
頭
か
ら
の
栄
転
で
あ
っ
た
。

　

本
全
集
で
は
、
資
料
の
翻
刻
文
と
併
せ
て
影
印
を
収
録
し
た
。

「
甲
府
御
舘
記
」

「
元
禄
八
年
」

　
　
　
　

十
二
月

　
　
　
　
　
　
　

覚

伺
相
済
十
二
月
十
八
日

越
前
守
殿
江
相
渡
候

　
　

一　

�

御
菓
子
御
用
被
為　

仰
付
無
恙
差
上
申
候　

依
之
乍
軽
御
目

見
奉
願
候　

御
本
丸
江
も
毎
年
正
月
二
日
主
水
両
人
年
次
御

礼
申
上
候　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
守
助
十
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

新
助
殿

　
　
　
　
　
　
　

覚

伺
相
済
十
二
月
十
八
日

越
前
守
殿
江
相
渡
候

　
　

一　

前
々
申
上
候
通
乍
恐　

御
通
之　

御
目
見
奉
願
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月　
　
　
　
　
　

御
菓
子
屋

三　

甲
府
御
舘
記

一
四
八
五
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主
水

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
守
助
十
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

新
助
殿

「
元
禄
九
年
」

　
　
　
　

四
月

　
　
　
　
　
　

覚

伺
相
済
四
月
二
十
九
日

長
門
守
殿
江
相
渡
候

　
　

私
共
当
正
月　

御
目
見
被　

仰
付
難
有
奉
存
候
為
冥
加

　
　

五
節
句　

御
目
見
被　

仰
付
候
様
奉
願
候　

以
上

　
　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
江

　
　
　
　
　
　

矢
守
助
十
郎
様

　
　
　
　
　
　

関　
　

新
助
様

第
二
編　

第
二
章　

甲
府
藩
・
幕
府
役
務
関
係
資
料

一
四
八
六

「
甲
府
御
舘
記
」（
冊
次
1
）元
禄
八
年
十
二
月
「
覚
」（
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵
）
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三　

甲
府
御
舘
記

一
四
八
七

「
甲
府
御
舘
記
」（
冊
次
4
）
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